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研究成果の概要（和文）：本研究は、1920年代から30年代の日本における女子スポーツとメディアとの関係につ
いて実証的に研究し、近代日本における女性観の変容を考察したものである。研究成果として、(1)大阪毎日新
聞社をはじめとした主要新聞社の女子スポーツ関連事業の実施状況、(2)大阪毎日新聞社の女子スポーツ事業が
高等女学校のスポーツや女性観に与えた影響、(3)世界女子オリンピック報道（1926年・第2回大会、1930年・第
3回大会）における女子スポーツ選手の描かれ方が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research explores the transformation of ideal model of women in modern 
Japan by examining the relations between women's sports and mass media in the 1920s and 1930s. The 
topics revealed by this research can be summed up as follows:(1) the details of women's sporting 
events organized by Japanese newspaper companies, particularly by Osaka Mainichi; (2) the impacts of
 Osaka Mainichi's various events on sporting practices among school-girls and their ideal image of 
women; (3) the newspaper representations of 1926 and 1930 Women's World Games, to which Japanese 
sportswomen including Kinue Hitomi were delegated.

研究分野：メディア史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の着想は、筆者が、戦前のオリンピ
ック（1908年ロンドン大会から 1940年東京
大会まで）を対象に、日本のメディア・国家・
企業のオリンピックへの関与のあり方とメ
ディア表象（新聞・雑誌の報道内容）につい
て研究を進めるなかで、以下の諸点に気がつ
いたことによる。 
 
(1) 1928年アムステルダム大会以降、オリン
ピックに参加する女子選手数が増加し、
日本のマス・メディアでは、国内外の女
子選手を頻繁かつセンセーショナルに取
り上げていた。 
 

(2) 人見絹枝（日本人女性として初めて海外
に遠征した陸上選手。1928年アムステル
ダム大会で 2位に入る）が記者をしてい
た大阪毎日新聞社運動部には、木下東作
（医学博士）が在籍し、木下を中心に大
阪毎日新聞社が女子スポーツの普及に力
を注いでいた。 

 
(3) 1920年代半ば頃から 1930年代にかけて、
体育雑誌や婦人雑誌に、女学校における
体育教育や女子スポーツに関する記事が
多く掲載されていた。 

 
 大正期から昭和戦前期にかけての女性の
生活、美意識、身体観、雑誌などに着目した
研究はすでに多くの蓄積がある。また女性の
運動競技の奨励に関しても、日本における体
育教育の発展の歴史、体育・スポーツ領域に
おける性差認識、第一次世界大戦後の良妻賢
母規範の変容といった観点から研究がなさ
れてきた。しかし、メディアが演出、報道す
る女性のスポーツについては、近代日本にお
けるジェンダー規範について考察するうえ
で重要な研究対象であると考えられるにも
かかわらず、研究は少ない。1920 年代の半
ば頃から日本では女子スポーツの普及は急
速に進み、国際競技会に女子選手が派遣され
るようにもなった。婦人雑誌にも、女性たち
が海水浴や登山、テニスなどを娯楽として楽
しむ様子が描かれている。女子スポーツの普
及過程においてメディアが果たした役割を
明らかにすることを目的として、1920 年代
から 30 年代における女子スポーツとメディ
アとの関係を探る本研究課題を申請した。 
 
２．研究の目的 
本研究の当初の目的としては、以下の 3点
があった。 
 
(1) 第 1の目的は、大阪毎日新聞社の事業活
動が女子スポーツの普及において果た
した役割を明らかにすることである。日
露戦争以降、日本では新聞社が講演会・
博覧会・展示会・競技会といったイベン
トの開催や、慈善活動の組織化などの事

業活動を行うようになり、これらは、報
道活動以上に社会的価値観・規範の形成
に深く関わっていたことが、一連の新聞
社事業活動（メディア・イベント）研究
で明らかになっている。しかし、女性（の
読者）を対象とした事業活動については、
これまでほとんど研究されていない。大
阪毎日新聞社は、早い時期からスポーツ
を奨励していた新聞社であるが、女子ス
ポーツに関しても、他社と比べて積極的
に事業を展開していた。同社の女子スポ
ーツ事業は、女子スポーツの普及を考え
る上でも重要であると考えられる。また、
大阪毎日新聞社が女子スポーツにどの
ように関わっていたのかを研究するこ
とによって、大阪毎日新聞社の女子スポ
ーツ観さらには女性観を考察すること
が可能になると考えた。 
 

(2) 第 2の目的は、1920年代から 30年代に
おける国際的な女子競技会のメディア
表象を、『大阪毎日新聞』および『大阪
朝日新聞』の分析によって、明らかにす
ることである。女子スポーツは、初期の
普及段階においてはもっぱら大阪毎日
新聞社によって組織されていたと考え
られるが、1930 年代には大衆化して他
の新聞・雑誌でもより大きな比重を占め
るようになったと推測できることから、
両紙の比較分析が必要であると考えた。 

 
(3) 第 3の目的は、1920年代から 30年代に
おける女子スポーツのメディア表象を、
雑誌の分析により明らかにすることで
ある。婦人雑誌の分析を行うことにより、
雑誌間の比較、新聞と雑誌の比較、「競
技スポーツ（みるスポーツ）」と「自ら
娯楽として実践し楽しむスポーツ（する
スポーツ）」との相互関係を明らかにで
きると考えた。 

 
３．研究の方法 
本研究では、以下の方法で、研究課題を遂
行した。 
 
(1) 大阪毎日新聞社の事業活動に関する資
料の収集・分析を実施した。大阪毎日新
聞社の事業活動に関する資料として、
『大阪毎日新聞社報』『東京日日新聞社
報』を東京大学にて閲覧し、女性関連の
事業活動に関する記事を収集した。他に
も、国会図書館、大阪府立図書館等で、
大阪毎日新聞社関連の資料を閲覧・収集
した。毎日新聞社内所蔵資料にアクセス
をすることはできなかったため、大阪毎
日新聞社が女子スポーツ関連の事業を
どのように位置づけていたのかを示す
決定的な資料はほとんど見つからなか
った。 
 



(2) 大阪毎日新聞社の事業活動に関する資
料を当初の想定通りに発掘することは
できなかったため、木下東作、人見絹枝
関連の資料を通して、組織としての大阪
毎日新聞社の意向を把握していく必要
性が出てきた。具体的には、木下並びに
人見の著作物を収集し、可能な限り、そ
れらに目を通した。また人見は、全国各
地を訪問し主に高等女学校で講演やコ
ーチを行っていたこと、人見が講演やコ
ーチを行った学校は日本女子スポーツ
連盟（大阪毎日新聞社に本部が置かれて
いた）に加盟しスポーツが盛んなところ
が多かったことなどが明らかになって
きた。そこで、人見の訪問先の高等女学
校や日本女子スポーツ連盟の加盟校を
対象に、学校史、校友会誌などを閲覧し、
新聞社の事業活動や女子スポーツに関
する記事の有無を調査していった。また、
人見は筆者の居住する島根県にも来て
いたことから、関連資料の収集を行った。 

 

(3) (1)および(2)と並行して、『大阪毎日新
聞』『大阪朝日新聞』『東京日日新聞』『東
京朝日新聞』に掲載された女子スポーツ
競技会等の記事の収集を進めた。当初は、
大阪紙のみを対象にする予定であった
が、(1)や(2)の調査を進めていく上で明
らかとなったのは、大阪の新聞社間の温
度差以上に、大阪・東京間の温度差の方
があるだろうということであった。そこ
で、『大阪毎日新聞』『大阪朝日新聞』と
それぞれ提携関係にあった『東京日日新
聞』『東京朝日新聞』をも対象に、記事
の収集を行った。分析対象の競技会とし
ては、人見が日本の女子スポーツ選手と
して初めて海外派遣された 1926 年の第
2 回世界女子オリンピック、複数の女学
生が派遣された 1930 年の第 3 回世界女
子オリンピックを選んだ。 

 

(4) (3)で収集した新聞記事を分析する段階
で、分析方法や分析対象をめぐって問題
が生じた。当初は、量的分析と質的分析
の双方を行うことが望ましいと考えて
いたが、マイクロフィルムによる複写資
料の紙面の大きさが不揃いであること
などから、量的分析は困難であると判断
した。その時点で 4紙を実証的に比較す
ることは、断念した。また、『大阪毎日
新聞』とそれ以外の新聞とでは、報道量
に大きな差があり、それは、1926 年の第
2 回大会の報道においてより顕著であっ
た。そこで、論文としてまとめる際には、
『大阪毎日新聞』の報道に焦点をあて、
同紙における 1926 年・1930 年の女子オ
リンピックをめぐる語りがどのような
ものであったかをみていくこととした。 

 

(5) 雑誌表象については、一部収集を行うこ
とができたが、最後まで収集を完了させ
ることができなかった。今後の課題とし
たい。 

 
４．研究成果 
これまでのところ、得られた成果は、以下
の通りである。 
 
(1) 大阪毎日新聞社の女子スポーツ事業の
実施状況について、かなりの程度把握す
ることができ、その起源は 1906 年頃ま
で遡れること、よく知られている日本女
子オリンピック大会のほかにも大阪毎
日新聞社は、大小さまざまな女性の競技
会の実施に主催や後援という形で関わ
っていたことが明らかとなった。数ある
女子スポーツ関連の事業のなかでも、主
に以下の事項が重要である。 
① 1906 年に開設された浜寺海水浴場
における女子の位置づけ（海泳練習
所では初年度から女子も対象として
いたこと、1913 年には婦人脱衣場の
設備完成、婦人用桟橋設置、水練学
校における女子部拡張が行われたこ
と、1921 年には「婦人デー」が始ま
ったことなど） 
② 日本女子オリンピック大会の後援
（1924 年～1935 年）（これについて
は來田(2000)が非常に詳しく、それ
以上のことは明らかにできなかっ
た） 
③ 日本女子スポーツ連盟の設立と世界
女子オリンピック（1926 年、1930
年、1934 年）への選手派遣 
④ 人見絹枝（陸上選手）と永井花子（水
泳選手）の入社（「事業活動」ではな
いが、それに関わるものとして位置
づけることができる） 
大阪毎日新聞社による女性を対象と
した事業としては、1916 年から始まった
婦人社会見学のほか、1920 年代半ば頃か
らは音楽会、ピクニック、展覧会などが
ある。これらは、いずれも新中間層の女
性を対象としていた。大阪毎日新聞社の
女子スポーツ競技会に参加したのは、高
等女学校の生徒たちがほとんどで階層
的にも高かったと考えられることから、
女子スポーツ関連事業は、1920 年代半ば
頃から同社が力をいれていた女性向け
の新聞事業活動の一部として捉えるこ
とができる。 
 

(2) 女子スポーツに積極的に関与していた
のは、大阪毎日新聞社だけではないこと
も明らかとなった。例えば、名古屋では、
名古屋新聞、新愛知新聞、名古屋毎日新
聞が女性のスポーツイベントの主催後
援に積極的だった。大阪では、時事新報
が 1917 年に女子庭球大会を始め、1922



年からは大阪女学校運動大会を後援し
た。大阪朝日新聞は、1922 年以降、西日
本各地通信部主催・後援の競技会を多く
開催した。東京でも、1922 年 8月、万朝
報が全国女子競泳大会を始めた。 
 

(3) 大阪毎日新聞社の女子スポーツ事業の
受容状況を明らかにするため、和歌山や
名古屋の新聞・女学校の校友会雑誌など
の調査を行った。愛知第一高女の校友会
雑誌からは、元々は良妻賢母を軸とした
教育を行っていた同校であったが、スポ
ーツの対外試合が活発になるにつれて、
これに関する記事が増え、目指すべき女
性像も知識を求める活動的な女性へと
少しずつ変化していたことが明らかと
なった。 

 
(4) 和歌山や名古屋の新聞調査から明らか
となったのは、女学生のスポーツという
だけでは新聞報道の対象にはなりにく
かったが、人見絹枝の来訪や地元の女学
生の世界大会への派遣といった出来事
は、新聞でも大きく扱われていったこと
である。大阪毎日新聞社の女子スポーツ
事業は、最初は他紙では報じられないこ
ともあったが、次第に他紙も無視できな
いものになってくる。大阪毎日新聞社に
よって掘り起こされてメディア・イベン
ト化した女子スポーツは、高等女学校の
文化を構成する要素となり、他の新聞社
にとっても重要な報道対象となってい
ったといえるだろう。大阪毎日新聞社の
女子スポーツ事業は、販売促進に利用さ
れることもあったようだが、どちらかと
いうと啓蒙的な意味合いが強かったと
考えられる。 

 

(5) 『大阪毎日新聞』の世界女子オリンピッ
ク（1926 年第 2 回大会・1930 年第 3 回
大会）報道では、女子選手たちを「新時
代の女性」の理想として肯定的に描き出
し、「良妻賢母」的な枠組みに押し込め
たり「女らしさ」からの逸脱として非
難・中傷したりすることはなかったこと
が明らかになった。従来の研究では、第
一次世界大戦後、女性の活動領域は拡大
していったものの良妻賢母を軸とした
女性観が維持されていたことが指摘さ
れてきたが、国際競技に進出し始めた女
性たちの表象のあり方は、当時の女性観
の複雑さを示しているといえる。こうし
た表象のあり方には、婦人参政権運動の
影響もあったと考えられる。1930 年 9
月の第3回世界女子オリンピック大会を
伝える新聞には、婦人公民権案の議会提
出に関する記事が掲載されている（『大
阪毎日新聞』は婦人公民権案に賛成の立
場）。スポーツの世界で活躍する日本人
女性は、欧米諸国と対等である日本の姿

を示すものであり、女子スポーツ選手が
国際大会に出場する物語は、日本が欧米
に追いつくという物語であると同時に、
女性が男性の領域に進出していくとい
う物語でもあった。 

 

(6) 世界女子オリンピック（1926 年第 2回大
会・1930 年第 3 回大会）を、『東京日日
新聞』や『大阪朝日新聞』『東京朝日新
聞』でどのように報じていたかも明らか
になった。第 2 回大会では、『東京日日
新聞』は、『大阪毎日新聞』のようでは
ないにせよ、人見のヨーロッパ遠征につ
いて、それなりに力を入れて報じた。一
方、『東京朝日新聞』ではかなり記事は
少なく、『大阪朝日新聞』も、大会につ
いてはやや大きめの記事を載せたが、世
界女子オリンピックからは距離を置い
ていた。第 3回大会では、いずれの新聞
も前回大会より報道に力を入れていて、
特に『大阪朝日新聞』『東京朝日新聞』
の報道量の増加および質的充実がみら
れた。 
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